
【 記 載 例 】 

前回指導監査における文書指導及び口頭指導の取組状況報告書 

 

作 成 年 月 日 令和 ５年 ６月３０日 

法 人 名 社会福祉法人 ○○○○○○ 

施 設 名 ●●●●●●●● 

作成者（職・氏名） 事務長 ・ ○○ ○○ 

前回の指導監査結果通知日 令和 ４年１１月 ４日 

 

指 導 事 項 現在の取組状況 添付書類 

【文書指導事項】 

１ 時間単位の年次有給休暇の付与に

当たっては、職員の過半数を代表す

る者との書面による協定を締結する

こと。 

 

２ 経理規程について、社会福祉法人

会計基準に準拠していない規定があ

るため、見直しを行うこと。 

 

１ 令和○年○月○日付け改善報告書に

より報告済み。 

 

 

 

２ 経理規程の見直しを行い、令和○年

○月○日開催の理事会において承認を

得た。 

 

・締結した労使

協 定 を 提 出 済

み。 

 

 

・改正後の経理

規程（全文） 

【口頭指導事項】 

１ 労働者名簿について、退職者の退

職事由を記載すること。 

 

 

２ 衛生推進者について、必要な講習

を速やかに受講させること。 

 

 

３ 基本財産以外の固定資産を廃棄す

る際は、事前に理事長の承認を得る

こと。 

 

１ 現在は、退職者の労働者名簿に退職

事由を記載している。 

 

 

２ 令和○年○月○日開催の衛生推進者

養成講習会を受講した。 

 

 

３ 前回の指導監査からこれまでの間

に、固定資産を廃棄する事例は発生し

ていないが、関係職員には指導内容を

周知している。 

 

・３月 31 日付け

退職者の労働者

名簿（１名分） 

 

・衛生推進者養

成 講 習 修 了 証

（写） 

 

・ 添 付 書 類 な

し。 

※ 別紙「記載例」及び「添付書類に関する留意事項」を参照してください。 

※ 法人、施設それぞれに指導事項がある場合は、分けて報告書を作成してください。また複数の施

設に対して指導事項がある場合は施設ごとに分けて報告書を作成してください。 


